
 

 

 

 

 

 

一生懸命が人に感動や勇気を与える 

校長 佐久間桂一 

 

9 月の下旬にも関わらず夏を思わせる日差しの中にも校庭の木々は、少しずつ葉を落とし、秋らしさも

感じられてきました。夏休みから一か月が過ぎ、学校生活にも慣れてきたと思います。季節の変わり目は、

心も体も気温の変化についていくのが大変で、健康な方でも調子を悪くするそうです。また、コロナ感染

症が５類相当になったとはいえ、感染が広がりを見せています。体調には充分気を付けて過ごして欲しい

と思います。 

 

9月 13日（水）に晴天の下、制限なく体育祭を行うことができました。当日は、暑さも厳しく熱中症が心

配されるほどのお天気でした。そのため、熱中症の対策として、閉会式を翌日の朝に行う形を取ることに

なりましたが、来賓の皆様方や保護者の皆様に参観していただくことができ、本当に良かったと思ってい

ます。 

各学年の全員リレーでは、走ることが苦手でクラスの足を引っ張ってしまうと思っていた人もいたかもし

れません。それでも一生懸命に走る姿を見て、誰もが応援をし、感動したのではないでしょうか。私自身、

感動し、勇気をいただきました。 

 

さて、８月の終わりからバレーボール、ラグビー、バスケットボールでワールドカップが行われています。

私は、開催されている時しか応援をしない「なんちゃって応援団」ですが、テレビで開催されているすべて

の競技を見て応援しています。試合を見て、涙腺が緩んでしまうことが度々あります。勝ってほしいので

すが、負けても一生懸命の姿に感動や勇気をもらいます。そのあとのインタビューで、国旗（日本国）を背

負って戦って敗れ、「すいませんでした。」と謝る選手たちがいます。「一生懸命やった結果なのに謝る必要

ない。」とテレビに向かって言っています。インターネットの書き込みを見るとお礼や賞賛の言葉に交じって、

誹謗や中傷が並んでいます。凄く残念です。人それそれ色々な考えがあると思いますが、都岡中学校の

生徒の皆さんには、「自分が頑張ったことには自信を、他の人へは思いやりの心を」いつでももっていて欲

しいと思っています。そのためにも「心豊かな人となれ」です。 

 

保護者の皆様方にお願いがあります。先日行われた体育祭で、体育館側の道路に左右両側に駐車さ

れた車があり、通行できないと警察署に通報が入り、パトカーが出動するということがありました。学区が

広くご不便をおかけしますが、できる限り自転車やバイク、徒歩での来校をお願いします。緊急でお車で

来校した場合、正門インターホンで副校長までお声掛けください。 

地域の皆様に於かれましては、日頃から子どもたちの健全育成にご協力いただき感謝しております。今

また、コロナ感染が拡大しています。くれぐれもご自愛ください。 

 

http://www.edu.city.yokohama.jp/sch/jhs/tsuoka/ 
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体育祭実行委員会代表 伊藤弘貴 

都岡中学校第５１回体育祭が９月１３日（水）に絶好の快晴のなか、盛大に行われました。この日は気温

が高く、蒸し暑かったため熱中症が心配でしたが無事に終えることができました。昨年度の体育祭は、緩

和はされたもののコロナ渦の中で行われましたが、今回の体育祭は約４年ぶりに通常のプログラムに戻し

て実施することができました。暑熱対策のため、閉会式を翌日の朝に延期して行いましたが、都岡中学校

らしいとても素晴らしい式となりました。色別総合優勝の赤組のみなさん、おめでとうございます。当日に

結果発表を行えず、閉会式を楽しみにしていた保護者の皆様申し訳ありませんでした。生徒たちの安全

の確保のためご理解いただけると幸いです。 

 体育祭は学校行事の中で、生徒にとっても我々職員にとっても非常に大切な行事の一つです。今年度

は「運動が得意な人、苦手な人、誰でも輝くことができる体育祭」を目標にプログラム内容や学年練習など、

体育祭実行委員会を中心に話し合って参りました。体育祭は終わりましたが、合唱コンクールも近くなっ

てきました。体育祭で得た経験を、各学年、各クラス、合唱の練習に生かしていけると良いです。 

最後に保護者の皆様には、参観に関してのご協力ありがとうございました。今後もご支援・ご協力の程

よろしくお願いいたします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

体育祭 



 

 

 

 

８月２４日（木）に、生活福祉委員の生徒１６名で実施しました。この体験学習を通じて、実際に車いすを

使って生活している方やケアプラザの方々の話を聞き、車いす生活する方の大変さや周りのサポートの仕

方を知ることができました。 

 ご協力いただいた川井地域ケアプラザの皆様に、改めて感謝申し上げます。 

体験した生徒の皆さんの感想を一部紹介します。                    生活福祉委員会担当 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ボランティア 車いす体験 川井地域ケアプラザ 

【1年生の感想】 

・車いすと手で動かせる人もいれば、手も不自由な人もいて、 

いろんな人がいたのを初めて知った。車いすに乗ってみて、 

うごかすのもすごく大変でした。 

 

 

・車いすのことを知って、車いすを使っている

人は、いろんな障害やけがで車いすを使ってい

ることを知ることができた。また。車いすを体

験して、乗っている人も大変だし、押す人は乗

っている人のことを考えてうごかさないといけ

ないので、大変さがすごくわかって、良い体験

になった。 

 

【2年生の感想】 

・車いすに乗ることは、去年の生活福祉委員で体験さ 

せてもらえましたが、どれだけ大変で、なれることが難 

しいものかを改めて実感できました。これからの人生 

で、家族や自分、身近な人が車いすを使うことになった 

ら初めて使う人よりも教えられることやできることが 

増えると思うので、よかったです。これから車いすを 

使っている人が困っていたら声をかけ、できるだけ 

サポートできるようにしたいと思いました。 

 

【3年生の感想】 

・当事者の方のお話を聞くことは滅多にない体験で、左半身がまひしていても、サーフィンをやって

いたり、趣味を見つけて楽しんでいたりという話を聞いて、障害があるからといって必ずしも大変

な思いばかりではないということを学ぶことができました。また、実際に車いすの介助をしてみて、

乗っている人を考えながら動かなければならなくて、とても大変だなと感じました。自分が車いす

に乗ったときも、段差は一人では登れなくて、人の助けが必要で大変でした。これから街で車いすの

人や困っている人を見つけたら、この経験を活かして自分から声をかけたいです。 

 

 

 



 

 

 

  

8 月 30 日（水）に保土ケ谷公会堂にて、「横浜子ども会議」の旭区交流会が開催されました。区内の小中

学校の代表児童・生徒が集まって今年度のテーマである「つながる、広がる、いじめの未然防止の輪～い

じめをなくすために、一人ひとりができること～」についての実践報告を行いました。都岡中学校ブロック

では、「友情＋親切＝安心」を共通認識に！！」 児童・生徒も堂々とした姿で発表を行うことができまし

た。ここから、各学校に戻って、継続していけるかが大切になります。 

   

 
《部活動 新人戦の結果》   
【剣道部】     旭区剣道大会 女子団体 準優勝 

【ソフトテニス部】   瀬谷・旭区大会個人戦 相馬里彩・片山珠希ペア ベスト 4 

髙澤聖奈・轟木結奈ペア ベスト 16 

以上市大会出場 

 

１０月の主な予定 

２日(月)  全校朝会（認証式） 

４日(水)  専門委員 

５日(木)  第 2回進路説明会 

６日(金)  特別委員会 

10日(火)  全校評議会 

11日(水)  合唱コンクールリハーサル 

12日(木)  合唱コンクールリハーサル・小中交流日 

13日(金)  合唱コンクールリハーサル 

18日(水)  横浜市個別支援級合同体育祭 

20日(金)  合唱コンクール 

23日(月)  青春の集い  24日(火)～27日(金) 3年進路面談 

横浜子ども会議旭区交流

会 

  


